
も
に
、
現
代
社
会
に
厳
し
い
批
判

の
目
を
向
け
ま
す
。
以
前
は
そ
の

く
だ
り
が
ち
ょ
っ
と
教
訓
調
で
、

煙
た
く
思
え
た
の
で
す
。

　

だ
が
ウ
ィ
ル
ス
蔓
延
下
、命
の

大
切
さ
と
連
帯
の
尊
さ
を
痛
感
さ

せ
ら
れ
た
せ
い
か
、そ
の
部
分
も

胸
に
し
み
る
思
い
が
し
ま
し
た
。

九
死
に
一
生
を
得
た
作
者
は
、対

立
と
分
断
に
覆
わ
れ
た
西
洋
諸
国

に
憤
っ
て
叫
び
ま
す
。「
同
じ
惑
星

に
よ
っ
て
運
ば
れ
、同
じ
船
の
乗

組
員
で
あ
る
」と
い
う
の
に
「
わ
れ

わ
れ
は
な
ぜ
憎
み
あ
う
の
か
？
」

　
こ
れ
は
１
９
３
９
年
に
出
版
さ

れ
た
本
で
す
が
、
現
代
の
人
間
に

直
接
訴
え
か
け
て
く
る
よ
う
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。そ
の
こ
と
ば
を

新
た
な
読
者
に
手
渡
し
た
い
。そ

う
願
い
二
作
を
翻
訳
し
ま
し
た
。

　
拙
訳
の
宣
伝
を
し
た
い
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
ふ
う
に

時
空
を
超
え
て
輝
き
続
け
る
作
品

が
、
こ
の
世
に
は
天
の
星
ほ
ど
数

多
く
存
在
し
ま
す
。
一
冊
の
古
典

に
夢
中
で
読
み
ふ
け
る
の
は
な
ん

と
い
う
幸
福
で
し
ょ
う
。
そ
の
と

き
私
た
ち
は
、
自
分
が
巨
大
な
遺

産
を
受
け
継
い
で
い
る
こ
と
を
心

か
ら
実
感
で
き
る
の
で
す
。
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ち
の
宇
宙
飛
行
士
に
匹
敵
す
る
圧

倒
的
な
孤
独
と
、
そ
し
て
神
秘
を

味
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
暗
黒
の
彼

方
、
星
々
や
月
の
間
近
ま
で
飛
ん

で
い
く
よ
う
な
体
験
の
眩
惑
と
、

そ
こ
で
直
面
す
る
危
険
を
、
彼
は

鮮
烈
に
綴
っ
て
い
ま
す
。

　

か
つ
て
の
僕
は
、そ
れ
を
自
分

に
は
縁
の
な
い
非
日
常
的
な
冒
険

と
し
て
読
ん
で
い
ま
し
た
。と
こ
ろ

が
今
回
は
肌
身
に
迫
る
リ
ア
ル
な

内
容
だ
と
感
じ
ら
れ
た
の
で
す
。

　
驚
い
た
僕
は
、『
人
間
の
大
地
』

も
久
方
ぶ
り
に
再
読
し
て
み
ま
し

た
。
飛
行
機
乗
り
の
物
語
と
い
う

点
で
は
『
夜
間
飛
行
』
の
続
編
を

な
し
て
い
ま
す
。

　

砂
漠
に
墜
落
し
て
、
炎
天
下
、

食
べ
物
も
水
も
な
い
。
そ
ん
な
著

者
自
身
の
経
験
を
伝
え
る
文
章
の

な
ん
と
い
う
迫
真
力
。
彼
は
そ
こ

か
ら
人
生
へ
の
教
訓
を
得
る
と
と

イ
で
あ
り
、物
語
で
あ
り
、思
想
書

で
も
あ
る
よ
う
な
本
。こ
れ
ら
二

作
が
ま
さ
に
古
典
の
名
に
値
す
る

こ
と
を
僕
は“
発
見
”し
ま
し
た
。

　
き
っ
か
け
は
コ
ロ
ナ
禍
で
し
た
。

そ
れ
ま
で
の
日
常
が
一
変
し
た
あ

の
つ
ら
い
時
期
。
暗
鬱
と
し
た
気

分
に
な
り
ま
し
た
。ふ
と
、試
練
に

負
け
な
い
人
間
の
物
語
を
読
み
た

く
な
っ
て
、『
夜
間
飛
行
』
の
仏
語

原
書
を
手
に
取
っ
た
の
で
す
。ざ
っ

と
20
年
ぶ
り
の
再
読
で
し
た
。

　

飛
行
機
が
発
明
さ
れ
て
ま
だ
さ

ほ
ど
時
間
が
経
っ
て
い
な
い
こ
ろ
、

航
路
の
開
拓
は
命
が
け
の
仕
事
で

し
た
。
パ
イ
オ
ニ
ア
的
使
命
感
を

抱
い
て
空
を
飛
ん
だ
ひ
と
り
が
サ

ン
＝
テ
グ
ジ
ュ
ペ
リ
な
の
で
す
。

彼
は
そ
の
体
験
を
も
と
に
、
夜
の

飛
行
に
挑
む
者
た
ち
の
姿
を
『
夜

間
飛
行
』
に
描
き
出
し
ま
し
た
。

　
草
創
期
の
飛
行
機
乗
り
は
、
の

　
よ
く
、「
古
典
」
を
読
め
と
言
わ

れ
ま
す
が
、
古
典
と
は
い
っ
た
い

な
ん
で
し
ょ
う
。
単
に
古
い
本
と

い
う
だ
け
で
は
な
い
は
ず
で
す
。

　
昔
読
ん
だ
と
き
に
は
ぴ
ん
と
こ

な
か
っ
た
の
に
、
年
を
取
っ
て
か

ら
読
ん
で
み
た
ら
び
っ
く
り
す
る

ほ
ど
お
も
し
ろ
い
。
あ
る
い
は
ま

た
、
昔
愛
読
し
た
本
だ
け
れ
ど
、

ひ
さ
し
ぶ
り
に
読
み
返
し
た
ら
以

前
と
は
ま
っ
た
く
違
う
新
鮮
さ
が

あ
っ
た
。

　
そ
う
や
っ
て
い
つ
し
か
人
生
の

友
と
な
っ
て
く
れ
る
本
が
、
真
の

古
典
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

具
体
例
で
お
話
し
し
ま
し
ょ

う
。『
星
の
王
子
さ
ま
』の
作
者

と
し
て
有
名
な
サ
ン
＝
テ
グ
ジ
ュ

ペ
リ
は
、
そ
れ
以
外
に
も
素
晴
ら

し
い
作
品
を
書
い
て
い
ま
す
。『
夜

間
飛
行
』
と
い
う
小
説
。そ
し
て

『
人
間
の
大
地
』と
い
う
、エ
ッ
セ

《ホームページ》http://www.dokusyo.or.jp
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著
者
名

書

名

定

価
出

版

社

野
﨑　

ま
ど
小
説

二
一
四
五
講

談

社

塩
田　

武
士
踊
り
つ
か
れ
て

二
四
二
〇
文
藝
春
秋

古
賀　

及
子
好
き
な
食
べ
物
が
み
つ
か
ら
な
い

一
七
六
〇
ポ
プ
ラ
社

前
田　

安
正
Ａ
Ｉ
に
書
け
な
い
文
章
を
書
く

九
四
六
筑
摩
書
房

今
村　

翔
吾
運
命
を
変
え
る
チ
ャ
ン
ス
は
な
ぜ
か
突
然
や
っ
て
来
る

一
五
九
五
岩
波
書
店

鈴
木　

俊
貴
僕
に
は
鳥
の
言
葉
が
わ
か
る

一
八
七
〇
小

学

館

宇
井　

彩
野
愛
ち
ゃ
ん
の
モ
テ
る
人
生

一
八
四
八
河
出
書
房
新
社

窪　

美
澄

給
水
塔
か
ら
見
た
虹
は

二
〇
九
〇
集

英

社

キ
リ
ー
ロ
バ
・

ナ
ー
ジ
ャ

ロ
ー
ル
モ
デ
ル
が
い
な
い
君
へ

一
八
七
〇
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ

今
村　

翔
吾
人
よ
、
花
よ
、（
上
・
下
）

二
三
一
〇（
上
）

二
二
〇
〇（
下
）
朝
日
新
聞
出
版

岡
野　

民

あ
の
時
の
わ
た
し

二
二
〇
〇
新

潮

社

林　

健
太
郎
「
ご
め
ん
な
さ
い
」
の
練
習

一
六
五
〇
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所

浅
倉　

秋
成
ま
ず
良
識
を
み
じ
ん
切
り
に
し
ま
す

一
七
六
〇
光

文

社

宮
下　

芳
明
13
歳
か
ら
挑
む
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
思
考

一
九
八
〇
日
経
Ｂ
Ｐ

白
尾　

悠

隣
人
の
う
た
は
う
る
さ
く
て
、
と
き
ど
き
や
さ
し
い

一
八
七
〇
双

葉

社

読
書
猿

苦
手
な
読
書
が
好
き
に
な
る
！

ゼ
ロ
か
ら
の
読
書
教
室

一
七
六
〇
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版

原
田　

ひ
香
月
収

一
八
七
〇
中
央
公
論
新
社

額
賀　

澪

願
わ
く
ば
海
の
底
で

一
七
六
〇
東
京
創
元
社

サ
ヘ
ル
・
ロ
ー
ズ
こ
れ
か
ら
大
人
に
な
る
ア
ナ
タ
に

伝
え
た
い
10
の
こ
と

一
六
五
〇
童

心

社

東
山　

一
悟
投
資
で
２
億
稼
い
だ
社
畜
の
ぼ
く
が

15
歳
の
娘
に
伝
え
た
い
29
の
真
実

一
七
六
〇
Ｊ

Ｔ

Ｂ

パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ

岡
田　

憲
治
言
い
た
い
こ
と
が
言
え
な
い
ひ
と
の
政
治
学

一
九
八
〇
晶

文

社

利
根
川　

裕
あ
ら
す
じ
と
写
真
で
わ
か
る
！ 
は
じ
め
て
の
歌
舞
伎

一
九
八
〇
世
界
文
化
社

び
ー
や
ま

高
田
ふ
ー
み
ん

17
歳
の
と
き
に
知
り
た
か
っ
た

受
験
の
こ
と
、
人
生
の
こ
と
。

一
六
五
〇
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社

泉　

賢
太
郎

死
後
く
ん

大
学
４
年
間
を
「
応
援
」
に
捧
げ
た
私
が

古
生
物
学
者
に
な
っ
た
話

一
五
四
〇
理

論

社

「
若
い
人
に
贈
る
読
書
の
す
す
め
」リ
ー
フ
レ
ッ
ト
掲
載
書
名
一
覧

２
０
２
６

『
若
い
人
に
贈
る
読
書
の
す
す
め
』
実
施

①
各
出
版
社
１
点　
②
複
数
県
推
薦
書

目
の
検
討　
③
対
象
読
者
向
き
か　
④

そ
の
ほ
か
各
委
員
が
特
別
に
推
薦
し
た

い
書
目
な
ど
を
勘
案
し
て
検
討
。
メ
ー

ル
で
の
投
票
と
意
見
交
換
を
行
い
、
最

終
的
に
委
員
会
全
体
で
24
点
を
確
認
、

決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
本
年
度
も
、
こ
の
推
薦
図
書
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
を
18
万
５
０
０
０
部
製
作
、
道

府
県
の
読
進
協
・
都
道
府
県
立
図
書
館

を
通
じ
て
各
公
共
図
書
館
に
、
日
本
出

版
取
次
協
会
の
協
力
で
取
次
会
社
を
通

じ
て
全
国
の
書
店
に
配
布
を
行
い
、
有

効
に
活
用
し
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

　
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
出
来
は
12
月
上
旬

を
予
定
。
２
０
２
５
年
内
の
発
送
は
12

月
22
日
㈪
受
付
分
ま
で
で
す
。
成
人
式

で
ご
利
用
予
定
の
方
は
ご
注
意
を
。
卒

業
式
、
読
書
グ
ル
ー
プ
、
学
校
で
の
読

書
指
導
、
地
域
の
文
化
活
動
な
ど
で
の

ご
利
用
も
歓
迎
で
す
（
部
数
に
か
ぎ
り

が
あ
り
ま
す
）。
ご
希
望
の
方
は
公
益

社
団
法
人 

読
書
推
進
運
動
協
議
会
事

務
局
ま
で
お
問
い
あ
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
☎
０
３
─
５
２
４
４
─
５
２
７
０

e-m
ail　

info@
dokusyo.or.jp

　
公
益
社
団
法
人 

読
書
推
進
運
動
協

議
会・事
業
委
員
会
は
、
２
０
２
６「
若

い
人
に
贈
る
読
書
の
す
す
め
」推
薦
図

書
24
点
を
選
定
し
ま
し
た
。

　
今
年
も
例
年
ど
お
り
、
道
府
県
読
書

推
進
運
動
協
議
会
に
「
若
い
人
に
ぜ
ひ

読
ん
で
も
ら
い
た
い
本
」
の
推
薦
を
依

頼
、
40
の
読
進
協
か
ら
計
93
点
の
書
目

の
推
薦
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
も
っ
と
も
推
薦
が
多
か
っ
た
の
は
、

鈴
木
俊
貴
の
『
僕
に
は
鳥
の
言
葉
が
わ

か
る
』
で
、
５
つ
の
読
進
協
か
ら
推
薦

が
あ
り
ま
し
た
。
つ
い
で
前
田
安
正
の

『
Ａ
Ｉ
に
書
け
な
い
文
章
を
書
く
』
が

４
つ
の
読
進
協
か
ら
推
薦
が
あ
り
ま
し

た
。
読
書
猿
の
『
ゼ
ロ
か
ら
の
読
書
教

室
』、
原
田
ひ
香
の
『
月
収
』、
キ
リ
ー

ロ
バ
・
ナ
ー
ジ
ャ
の
『
ロ
ー
ル
モ
デ
ル

が
い
な
い
君
へ
』
へ
の
推
薦
も
多
く
あ

り
ま
し
た
。

　
事
業
委
員
会
の
書
目
選
考
基
準
は
、
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優
良
読
書
グ
ル
ー
プ
名

所

在

地

代
表
者
（
世
話
人
）
名

詳
徳
小
お
は
な
し
の
会
ひ
ま
わ
り

京
都
府
亀
岡
市

疋
田　

百
恵

お
は
な
し
サ
ー
ク
ル
「
あ
い
あ
い
」

兵
庫
県
多
可
郡
多
可
町

遠
藤
ひ
と
み

お
は
な
し
の
玉
手
箱

和
歌
山
県
新
宮
市

谷
中
き
よ
子

お
は
な
し
会
ト
ム
テ

島
根
県
邑
智
郡
邑
南
町

高
橋　

文
子

は
な
み
ず
き

岡
山
県
岡
山
市

村
木　

陽
子

（
選
考
中
）

広
島
県

ひ
わ
さ
お
は
な
し
ク
ラ
ブ

徳
島
県
海
部
郡
美
波
町

小
山
万
寿
美

お
話
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
野
の
花
」

香
川
県
さ
ぬ
き
市

金
岡
エ
ミ
子

語
り
と
紙
芝
居
の
会

高
知
県
高
知
市

山
本　

典
判

与
田
凖
一
記
念
館
運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ろ
ん
ぐ
ら
ん
ぐ

福
岡
県
み
や
ま
市

大
田
黒
初
枝

赤
松
小
親
と
子
の
読
書
会「
赤
ず
き
ん
の
会
」

佐
賀
県
佐
賀
市

古
川
　

和

絵
本
の
病
院 

ぶ
っ
く
る

長
崎
県
諫
早
市

吉
賀　

裕
子

ひ
ま
わ
り
の
会

熊
本
県
天
草
市

山
崎
あ
さ
み

朗
読
サ
ー
ク
ル 

Ｎ
ｅ
ｗ 

杜
の
声

大
分
県
中
津
市

及
川　

花
子

穆
園
お
は
な
し
の
会

宮
崎
県
宮
崎
市

重
信　

美
香

読
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

「
虹
色
の
ゆ
め
」

鹿
児
島
県
出
水
市

下
村
佳
代
子

沖
縄
市
立
図
書
館

読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

ゆ
い
ゆ
い

沖
縄
県
沖
縄
市

石
川
里
代
子

（
以
上
35
グ
ル
ー
プ
）

優
良
読
書
グ
ル
ー
プ
名

所

在

地

代
表
者
（
世
話
人
）
名

お
は
な
し
さ
ん
た
恵
夢

北
海
道
恵
庭
市

内
倉
真
裕
美

む
つ
市
交
通
安
全
み
ん
な
の
会
連
合
会

イ
エ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ム

青
森
県
む
つ
市

山
道　

千
代

十
二
支
会

岩
手
県
北
上
市

伊
藤　

宣
子

読
み
語
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア「
や
ま
が
っ
こ
う
」

宮
城
県
仙
台
市

鵜
飼　

信
好

ゆ
り
か
ご
の
会

秋
田
県
由
利
本
荘
市

佐
藤
留
美
子

図
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会

福
島
県
福
島
市

中
西　

郁
子

ゆ
う
き
お
は
な
し
会

茨
城
県
結
城
市

稲
葉　

里
子

び
い
ど
ろ
や

栃
木
県
塩
谷
郡
塩
谷
町

福
田　

桂
子

太
田
市
美
術
館
・
図
書
館
「
ウ
ー
フ
」

群
馬
県
太
田
市

中
野
き
よ
枝

本
の
輪

埼
玉
県
幸
手
市

久
保
田
清
子

朗
読
サ
ー
ク
ル
「
萌
」

千
葉
県
袖
ケ
浦
市

小
林　

君
代

絵
本
の
家
「
ゆ
き
ぼ
う
し
」

新
潟
県
魚
沼
市

大
平　

光
代

文
章
サ
ロ
ン

富
山
県
射
水
市

羽
廣　

嘉
一

新
あ
か
ね
（
志
賀
町
読
書
会
連
絡
協
議
会
）
石
川
県
羽
咋
郡
志
賀
町

蔵
谷　

紀
雄

甲
斐
市
立
敷
島
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

人
形
劇
サ
ー
ク
ル 

う
ふ
ふ

山
梨
県
甲
斐
市

長
田　

明
美

佐
久
市
立
中
央
図
書
館 

音
の
会

長
野
県
佐
久
市

常
田　

豊
子

絵
本
案
内
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

岐
阜
県
多
治
見
市

松
田　

幸
子

富
士
市
学
校
読
み
聞
か
せ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

静
岡
県
富
士
市

狩
野
窪
高
江

　
公
益
社
団
法
人 

読
書
推
進
運
動
協

議
会
で
は
、
第
79
回
「
読
書
週
間
」
事

業
と
し
て
、
11
月
３
日
㈷
を
中
心
に
、

各
道
府
県
の
読
書
推
進
運
動
協
議
会
を

通
じ
て
、「
第
58
回 

全
国
優
良
読
書
グ

ル
ー
プ
（
下
表
）」
の
表
彰
を
行
い
ま

し
た
（
一
部
選
考
中
）。

　

読
書
グ
ル
ー
プ
の
結
成
促
進
と
育

成
強
化
は
、
読
書
推
進
運
動
の
根
幹

を
な
す
も
の
と
し
て
、
公
益
社
団
法

人 

読
書
推
進
運
動
協
議
会
は
結
成
以

来
、
活
動
の
第
一
目
標
と
し
、
道
府

県
各
読
書
推
進
運
動
協
議
会
と
連
携

し
て
、
そ
の
育
成
・
発
展
に
努
力
を

重
ね
て
い
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
、
各
読
書
推
進
運
動
協

議
会
の
推
薦
に
よ
り
、
一
地
域
一
グ

ル
ー
プ
を
表
彰
す
る
も
の
で
、
原
則
と

し
て
５
年
以
上
の
活
動
を
続
け
て
い
る

グ
ル
ー
プ
を
推
薦
・
表
彰
の
対
象
と
し

て
い
ま
す
。

　
現
在
、
読
書
グ
ル
ー
プ
の
活
動
は
、

読
書
会
、実
演
活
動
、家
庭・地
域
文
庫
、

障
が
い
を
持
つ
方
へ
の
読
書
支
援
、
図

書
館
サ
ポ
ー
ト
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
っ

て
い
ま
す
。

　
全
国
の
読
書
グ
ル
ー
プ
に
敬
意
を
表

し
、
数
あ
る
読
書
グ
ル
ー
プ
を
対
象
に

ご
推
薦
の
労
を
と
ら
れ
た
、
各
道
府
県

読
書
推
進
運
動
協
議
会
の
み
な
さ
ま

に
、
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

推
薦
さ
れ
た
優
良
読
書
グ
ル
ー
プ

に
は
、
そ
の
業
績
を
讃
え
、
公
益
社
団

法
人 

読
書
推
進
運
動
協
議
会
よ
り
賞

状
お
よ
び
副
賞（
図
書
カ
ー
ド
２
万
円

分
）を
、
各
道
府
県
読
書
推
進
運
動
協

議
会
を
通
じ
て
贈
呈
い
た
し
ま
し
た
。

各
グ
ル
ー
プ
の
活
動
状
況
は
、
１
月

号
以
降
、
本
紙
上
で
逐
次
紹
介
し
て

い
き
ま
す
。

　
こ
の
優
良
読
書
グ
ル
ー
プ
表
彰
は
、

２
０
２
５
年
度
・
第
58
回

全
国
優
良
読
書
グ
ル
ー
プ
表
彰

─
─
道
府
県
読
進
協
推
薦
─
─

１
９
６
８
年 

第
22
回
「
読
書
週
間
」

か
ら
実
施
し
て
お
り
、
本
年
ま
で
の
表

彰
グ
ル
ー
プ
数
は
２
０
２
０
グ
ル
ー
プ

と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
副
賞
の
図
書
カ
ー
ド
２
万
円

分
の
う
ち
１
万
円
分
は
、
例
年
同
様
、

日
本
図
書
普
及
株
式
会
社
の
協
賛
に
よ

り
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
す
。
同
社
の
ご

協
力
に
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

●
全
国
優
良
読
書
グ
ル
ー
プ
表
彰
の
グ
ル
ー
プ
へ
は
、
今
後
５
年
間
、
本
紙
『
読
書
推
進
運
動
』
を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。
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■
「
絵
本
ワ
ー
ル
ド
in
京
葉
」

今
年
も
学
生
た
ち
が
躍
動
！

多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
盛
り
あ
が
る

販売コーナーもにぎわいを
見せました

も
し
て
い
る
。

　
絵
本
・
児
童
書
の
販
売
の
ほ
か
、
学

生
た
ち
に
よ
る
多
彩
な
コ
ン
テ
ン
ツ
が

展
開
さ
れ
た
。
お
は
な
し
会
や
読
み
き

か
せ
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
紙
ひ
こ
う

き
作
り
や
し
か
け
絵
本
作
り
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
、
ま
た
都
心
の
大
学
ら
し

く
、
学
生
た
ち
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
特
化
し

た
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ブ
ラ
ン
ド
を
立
ち
上

げ
、
そ
の
販
売
も
行
わ
れ
て
い
た
。

　
２
日
目
に
は
、「
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン

＆
マ
ジ
シ
ャ
ン
＆
翻
訳
家
」
の
大
友
剛

さ
ん
に
よ
る
「
絵
本
と
マ
ジ
ッ
ク
の
ふ

し
ぎ
な
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
開
催
。
音
楽

と
マ
ジ
ッ
ク
と
読
み
聞
か
せ
を
組
み
あ

わ
せ
た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
披
露
さ
れ

た
。

　
初
日
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、
地
元

千
代
田
区
の
小
学
生
た
ち
が
登
場
。
朗

読
劇
『
ス
ー
ホ
の
白
い
馬
』
で
、
モ
ン

ゴ
ル
の
民
族
楽
器
、
馬
頭
琴
に
ま
つ
わ

る
物
語
を
熱
演
し
た
。
ま
た
音
階
に
あ

わ
せ
て
切
っ
た
真
鍮
の
パ
イ
プ
を
落
と

し
て
演
奏
す
る
、
新
し
い
楽
器
「
バ
ン

ジ
ー
チ
ャ
イ
ム
」
に
よ
る
演
奏
に
も

チ
ャ
レ
ン
ジ
。
に
ぎ
や
か
な
音
色
で
会

場
を
わ
か
せ
て
い
た
。

　

10
月
11
日
㈯
、
13
日
㈰
の
両
日
、

東
京
都
千
代
田
区
の
城
西
国
際
大
学

紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
１
号
棟
を
会

場
と
し
て
「
絵
本
ワ
ー
ル
ド
in
京
葉

２
０
２
５
」
が
開
催
さ
れ
た
。
11
月
８

日
㈯
、
９
日
㈰
に
同
大
学
と
う
が
ね

キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
る
後
半
と
あ

わ
せ
て
「
絵
本
ワ
ー
ル
ド
in
京
葉
」
を

構
成
し
て
い
る
。

　
絵
本
に
よ
る
教
育
と
地
域
へ
の
貢
献

を
開
催
の
目
的
と
し
、
城
西
国
際
大
学

の
メ
デ
ィ
ア
情
報
学
部
と
福
祉
総
合
学

部
の
学
生
が
中
心
に
な
っ
て
運
営
を
担

当
し
て
お
り
、学
生
が
選
書
し
た
絵
本・

児
童
書
を
「
大
学
特
別
価
格
」
で
販
売

■
図
書
館
・
出
版
社
・
書
店
の
情
報
交
換
会

「
み
ん
な
で
読
書
の
タ
ネ
を
ま
く
」

山
梨
県
の
取
り
組
み
を
紹
介

め
た
い
本
」
リ
ス
ト
を
書
店
も
活
用
す

る
な
ど
、
本
に
関
す
る
情
報
の
共
有
に

も
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
山
梨
英

和
大
学
、
都
留
文
科
大
学
の
学
生
サ
ー

ク
ル
が
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て「
や
ま
読
」

に
参
加
し
、
新
た
な
盛
り
あ
が
り
を
見

せ
て
い
る
と
い
う
。

　
予
算
の
縮
小
、
行
政
・
図
書
館
側
の

事
業
継
承
な
ど
直
面
す
る
問
題
も
多
い

が
、
丸
山
さ
ん
は
「
大
学
と
公
共
図
書

館
、
大
学
と
書
店
、
公
共
図
書
館
と
書

店
、
書
店
同
士
な
ど
、
多
様
な
連
携
が

生
ま
れ
、相
手
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

県
内
に『
や
ま
読
』の
理
解
者
が
増
え
、

観
光
協
会
が
本
と
観
光
を
融
合
し
た
イ

ベ
ン
ト
を
主
催
す
る
な
ど
の
広
が
り
も

あ
る
。こ
の
発
表
を
聞
い
て
、『
や
ま
読
』

み
た
い
な
こ
と
を
始
め
た
い
と
思
っ
た

方
は
、
ぜ
ひ
、
こ
の
取
り
組
み
を
広
め

て
く
だ
さ
い
」
と
締
め
く
く
っ
た
。

心
を
高
め
、
読
書
週
間
を
確
立
す
る
こ

と
に
よ
り
、
読
書
活
動
の
推
進
を
図
る

事
業
」
＝
「
や
ま
読
」
を
開
始
し
た
。

　
事
業
の
柱
と
な
る
「
贈
り
た
い
本
大

賞
」は
、「
大
切
な
人
に
贈
り
た
い
一
冊
」

と
推
薦
文
を
募
集
、優
秀
作
を
表
彰
し
、

受
賞
作
品
を
県
立
図
書
館
で
展
示
、
県

内
書
店
で
の
受
賞
作
フ
ェ
ア
を
行
う
。

　
作
家
を
招
い
て
の
講
演
会
・
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
の
会
場
で
は
「
や
ま
読
」
参
加

書
店
が
書
籍
販
売
を
行
い
、
サ
イ
ン
会

も
開
催
さ
れ
る
。
山
梨
の
ワ
イ
ン
を
楽

し
み
な
が
ら
の
作
家
と
読
者
の
交
流
会

「
ワ
イ
ン
と
本
と
作
者
と
」
も
人
気
だ
。

　
２
０
１
６
年
か
ら
は
、「
知
の
回
遊
」

を
テ
ー
マ
に
「
や
ま
読
ラ
リ
ー
」
を
秋

に
開
催
。
参
加
書
店
（
３
店
）・
図
書

館
（
１
館
）
を
め
ぐ
っ
て
ス
タ
ン
プ
を

集
め
る
と
、
甲
州
印
伝
の
し
お
り
が
も

ら
え
る
。
近
隣
書
店
が
な
い
地
域
は
、

別
日
で
あ
れ
ば
同
一
書
店
の
ス
タ
ン
プ

も
集
計
さ
れ
る
な
ど
の
配
慮
も
あ
る
。

　
そ
の
ほ
か
、
県
内
公
共
図
書
館
・
学

校
図
書
館
・
書
店
が
一
斉
に
統
一
テ
ー

マ
で
ジ
ャ
ン
ル
の
異
な
る
本
を
紹
介
す

る
「
や
ま
読
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア
」
や
、
県

内
図
書
館
員
が
選
ぶ
「
こ
ど
も
に
す
す

　
10
月
17
日
㈮
、
東
京
都
千
代
田
区
の

千
代
田
区
立
日
比
谷
図
書
文
化
館
に

て
、「
千
代
田
図
書
館
・
出
版
情
報
交

換
会
『
一
歩
、
一
歩
、
歩
み
続
け
よ
う

‼
─
“
は
じ
め
の
一
歩
”
で
終
わ
ら
せ

な
い
た
め
に
』」（
主
催
＝
千
代
田
区
立

千
代
田
図
書
館
）
が
開
催
さ
れ
た
。

　

こ
の
情
報
交
換
会
で
は
こ
れ
ま
で

に
、
出
版
社
に
よ
る
図
書
館
の
欠
本
調

査
、
図
書
館
で
の
図
書
販
売
の
可
能
性

な
ど
を
提
案
、
報
告
し
て
き
た
。
今
回

は
、
図
書
館
・
書
店
・
出
版
社
に
よ
る

連
携
事
業
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
、

山
梨
県
の
「
や
ま
な
し
読
書
活
動
促
進

事
業
」（
以
下
、「
や
ま
読
」）
の
こ
れ

ま
で
の
成
果
と
現
状
を
山
梨
県
立
図
書

館
の
丸
山
直
也
さ
ん
が
発
表
し
た
。

　
山
梨
県
立
図
書
館
は
、
２
０
１
２
年

に
甲
府
駅
前
に
移
転
し
、
館
長
に
作
家

の
阿
刀
田
高
さ
ん
を
迎
え
た
（
現
在
の

館
長
は
金
田
一
秀
穂
さ
ん
）。
阿
刀
田

さ
ん
の
「
本
屋
は
地
域
の
文
化
機
関
。

山
梨
も
図
書
館
と
一
緒
に
（
書
店
も
）

活
性
化
し
て
い
け
れ
ば
よ
い
」
の
考
え

か
ら
、
２
０
１
４
年
「
家
族
や
友
人
、

親
し
い
人
な
ど
に
本
を
送
る
習
慣
を
広

め
、
県
民
一
人
ひ
と
り
の
読
書
へ
の
関

「やま読を全国に広めたい！」と
その魅力を語る丸山直也さん
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書
で
得
て
ほ
し
い
」
と
も
述
べ
、「
児

童
文
学
の
特
性
は
、
物
語
の
中
で
希
望

や
夢
を
、幸
福
な
約
束
を
書
け
る
こ
と
。

ダ
イ
レ
ク
ト
に
希
望
は
書
け
な
い
が
、

子
ど
も
が
自
分
の
物
語
を
育
て
る
礎
と

な
っ
て
、
平
和
を
希
求
す
る
力
に
つ
な

ぐ
こ
と
で
希
望
と
な
り
ま
す
」
と
締
め

く
く
っ
た
。

　
そ
の
後
、
参
加
者
た
ち
は
「
読
書
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
」「
子
ど
も
の
人
権
」「
平

和
」「
学
校
図
書
館
」
の
４
つ
の
分
科

会
で
、
実
践
と
意
見
を
交
換
。
閉
会
式

で
は
各
分
科
会
の
報
告
と
、
ア
ピ
ー
ル

文
（
下
記
）
の
朗
読
と
採
択
が
行
わ
れ

た
。

　

10
月
４
日
㈯
、
東
京
都
渋
谷
区
の

国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
青
少
年
総

合
セ
ン
タ
ー
で
、「
親
子
読
書
地
域
文

庫
全
国
連
絡
会 

第
25
回 

全
国
交
流
集

会
『
す
べ
て
の
子
ど
も
に
読
書
の
喜
び

を
！ 

平
和
を
あ
き
ら
め
な
い
！ 

子
ど

も
た
ち
の
未
来
の
た
め
に
』」
が
開
催

さ
れ
た
。

　
記
念
講
演
は
朽
木
祥
さ
ん
（
児
童
文

学
作
家
）
の
「『
歌
い
出
し
た
い
よ
う

な
明
日
』
を
子
ど
も
た
ち
に
」。
朽
木

さ
ん
は
、「
親
地
連
の
テ
ー
マ
『
す
べ

て
の
子
ど
も
に
読
書
の
喜
び
を
』
を
見

る
た
び
に
、
う
れ
し
く
な
り
ま
す
。
本

を
読
む
喜
び
が
私
を
ど
れ
だ
け
豊
か
に

し
て
く
れ
た
か
。
心
が
喜
ぶ
１
冊
を
子

ど
も
に
与
え
る
こ
と
は
必
要
な
こ
と
。

そ
ん
な
本
を
創
り
た
い
が
、
ハ
ー
ド
ル

が
高
い
で
す
」
と
、
執
筆
へ
の
思
い

や
、
創
作
に
あ
た
っ
て
は
、
児
童
文
学

で
記
憶
を
伝
え
る
意
義
を
大
切
に
し
て

い
る
と
語
っ
た
。
ま
た
、「
過
去
を
学

ぶ
必
要
性
、
歴
史
的
な
理
解
、
歴
史
と

現
代
を
リ
ン
ク
さ
せ
る
」
ド
イ
ツ
の
平

和
教
育
を
紹
介
し
、「
無
知
と
い
う
土

壌
は
、
差
別
、
偏
見
が
育
つ
。
土
壌
を

豊
か
に
す
る
、
信
頼
で
き
る
知
識
を
読

■
親
地
連 

全
国
交
流
集
会

読
書
の
喜
び
を
通
じ
、
子
ど
も
は
自
分
の

物
語
を
育
て
る
土
壌
を
は
ぐ
く
む

　
こ
の
た
び
、
公
益
社
団
法
人 

読
書

推
進
運
動
協
議
会
は
、
各
法
人
・
団
体

さ
ま
、
図
書
館
さ
ま
を
は
じ
め
と
す
る

各
施
設
さ
ま
へ
、
こ
れ
ま
で
年
始
の
ご

あ
い
さ
つ
に
お
届
け
し
て
お
り
ま
し
た

年
賀
状
を
、
控
え
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
と
い
た
し
ま
し
た
。
ま
こ
と
に
恐
縮

で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
ご
理
解
賜
り
ま

す
と
と
も
に
、
今
後
も
変
わ
ら
ぬ
ご
厚

誼
の
ほ
ど
を
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

創作、児童文学への思いを
語る朽木祥さん

親
子
読
書
地
域
文
庫
全
国
連
絡
会 

第
25
回 

全
国
交
流
集
会
　
ア
ピ
ー
ル

す
べ
て
の
子
ど
も
に
読
書
の
よ
ろ
こ
び
を
！

平
和
を
あ
き
ら
め
な
い
！　
子
ど
も
た
ち
の
未
来
の
た
め
に

　
今
年
は
、
戦
後
80
年
と
い
う
節
目
の
年
で
す
。
私
た
ち
は
毎
年
、
非
戦
の
誓
い

を
確
認
し
あ
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
誰
も
が
自
由
と
平
和
を
享
受
し
、
自
分

ら
し
く
生
き
て
い
く
こ
と
の
で
き
る
社
会
の
実
現
を
、
こ
れ
か
ら
生
き
て
い
く
子

ど
も
た
ち
の
た
め
に
強
く
願
う
か
ら
で
す
。

　
し
か
し
、
今
や
世
界
中
の
あ
ち
こ
ち
で
理
不
尽
で
理
由
の
な
い
軍
事
侵
攻
や
武

力
衝
突
が
起
き
、
毎
日
大
勢
の
人
々
や
子
ど
も
た
ち
が
犠
牲
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
解
決
の
見
通
し
が
見
え
な
い
ま
ま
日
が
過
ぎ
て
い
き
ま
す
。
世
界
も
日
本

も
、
分
断
と
憎
悪
に
覆
わ
れ
て
し
ま
っ
た
か
の
よ
う
で
す
。
そ
れ
ば
か
り
か
地
球

そ
の
も
の
も
、
待
っ
た
な
し
で
進
行
す
る
気
候
変
動
が
、
自
然
災
害
の
甚
大
さ
を

見
せ
つ
け
て
い
ま
す
。

　
こ
の
混
迷
を
深
め
る
時
代
に
あ
っ
て
、私
た
ち
は
読
書
の
豊
か
さ
を
再
認
識
し
、

新
し
い
展
望
を
見
い
だ
し
た
い
と
考
え
ま
す
。
そ
し
て
そ
れ
ら
を
次
の
世
代
に
手

渡
す
こ
と
が
、
私
た
ち
の
大
切
な
役
割
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
今
日
こ
の
会
場
に
お
集
ま
り
に
な
ら
れ
た
皆
さ
ま
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
が
見

つ
け
た
希
望
を
し
っ
か
り
と
確
認
し
、
全
国
の
仲
間
た
ち
や
一
緒
に
繋
が
っ
て
い

る
人
た
ち
と
共
有
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
朽
木
さ
ん
の
お
話
に
あ
る
「
歌
い
出
し

た
い
よ
う
な
明
日
」
を
子
ど
も
た
ち
と
と
も
に
、
私
た
ち
も
つ
か
み
と
り
ま
し
ょ

う
。

　
私
た
ち
は
諦
め
ま
せ
ん
。
平
和
な
世
界
を
次
の
世
代
に
間
違
い
な
く
手
渡
す
こ

と
を
。

　
こ
れ
か
ら
も
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で
、
考
え
行
動
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

　
　
２
０
２
５
年
10
月
４
日

親
子
読
書
地
域
文
庫
全
国
連
絡
会　
第
25
回
全
国
交
流
集
会
実
行
委
員
会

来
年
以
降
の

年
賀
状
に
つ
い
て読書推進運動協議会

X（旧 Twitter）
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し
、
使
用
履
歴
や
健
康
状
態
の
相
談
に

応
じ
て
薬
を
追
加
す
る
仕
組
み
で
す
。

「
能
登
の
置
き
本
」
も
一
度
本
棚
を
設

置
し
、本
を
配
布
す
る
だ
け
で
は
な
く
、

リ
ク
エ
ス
ト
を
受
け
て
、
い
ま
読
み
た

い
本
、
生
活
再
建
の
た
め
に
必
要
な
本

な
ど
を
聞
き
取
り
な
が
ら
、
定
期
的
に

本
の
追
加
を
し
て
い
ま
す
。

支
援
の
仕
組
み

　
能
登
の
置
き
本
は
、
仮
設
住
宅
や
公

民
館
に
本
棚
ご
と
届
け
ら
れ
ま
す
。
絵

本
、
小
説
、
漫
画
、
実
用
書
な
ど
、
は

ば
広
い
世
代
が
楽
し
め
る
よ
う
に
選
書

め
る
の
が
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
大

き
な
強
み
と
い
え
ま
す
。

設
置
の
広
が
り
と
利
用
の
様
子

　
珠
洲
市
で
の
設
置
作
業
を
予
定
し
て

い
た
２
０
２
４
年
９
月
に
奥
能
登
豪
雨

災
害
が
発
生
。
珠
洲
市
と
輪
島
市
で
は

ま
た
土
砂
が
町
を
襲
い
ま
し
た
。「
地
震

か
ら
半
年
以
上
が
経
ち
、
こ
れ
か
ら
だ

と
思
っ
て
い
た
が
、
豪
雨
で
心
が
折
れ

た
」と
い
う
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。

　
緊
急
救
援
の
事
業
は
震
災
直
後
に
現

地
入
り
す
る
こ
と
が
重
要
と
思
わ
れ
が

ち
で
す
。
し
か
し
地
盤
が
緩
ん
だ
被
災

地
で
は
数
か
月
後
に
別
の
災
害
が
起
き

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
震
災
直
後
よ
り

も
、
遅
々
と
し
て
進
ま
な
い
復
興
、
長

期
化
に
渡
る
避
難
所
・
仮
設
住
宅
で
の

生
活
に
強
い
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
る
人
た

ち
も
増
え
て
く
る
タ
イ
ミ
ン
グ
が
あ
り

ま
す
。
息
の
長
い
活
動
が
必
要
で
す
。

　

能
登
の
置
き
本
は
２
０
２
４
年
11

月
、
ま
ず
珠
洲
市
の
10
地
区
に
設
置
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
輪
島
市
、
七
尾

市
、
穴
水
町
、
能
登
町
へ
と
拡
大
し
、

２
０
２
５
年
初
頭
ま
で
に
５
市
町
35
か

所
で
の
設
置
が
完
了
し
ま
し
た
。

・
珠
洲
市
（
10
か
所
）

・
輪
島
市
（
７
か
所
）

・
能
登
町
（
６
か
所
）

・
穴
水
町
（
６
か
所
）

・
七
尾
市
（
６
か
所
）

さ
れ
て
い
ま
す
。
年
に
４
回
、
１
回
に

つ
き
30
冊
を
追
加
し
て
い
き
ま
す
。

　
設
置
箇
所
に
つ
い
て
は
市
役
所
・
町

役
場
の
担
当
者
と
の
協
議
を
重
ね
ま
し

た
。
珠
洲
市
で
は
当
初
仮
設
住
宅
へ
の

設
置
を
予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、「
仮

設
住
宅
で
暮
ら
し
て
い
る
人
も
、
家
が

残
っ
た
人
も
、
両
者
が
通
い
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
る
場
所
」
と
し

て
公
民
館
に
し
ま
し
た
。

　
特
徴
的
な
の
は
、
出
版
社
か
ら
の
寄

贈
だ
け
で
は
な
く
、
図
書
の
約
３
割
を

被
災
地
の
書
店
か
ら
購
入
す
る
仕
組
み

で
す
。
単
に
本
を
渡
す
だ
け
で
な
く
、

被
災
し
た
地
域
書
店
の
経
営
を
支
え
、

出
版
流
通
の
循
環
を
保
つ
狙
い
が
あ
り

ま
す
。
た
と
え
ば
、
珠
洲
市
の
「
い
ろ

は
書
店
」
は
店
舗
を
失
い
な
が
ら
も
仮

設
店
舗
で
営
業
を
再
開
し
、
地
域
に
本

を
届
け
続
け
て
い
ま
す
。
ま
た
輪
島
市

の「
大
下
書
店
」、穴
水
町
の「
コ
メ
リ
書

房
」、能
登
町
の「
ブ
ッ
ク
ス
千
間
」、七

尾
市
の「
き
く
ざ
わ
書
店
」は
、「
地
域
の

読
書
文
化
を
絶
や
し
て
は
な
ら
な
い
」

と
い
う
思
い
を
共
有
す
る
能
登
の
置
き

本
事
業
の
重
要
な
パ
ー
ト
ナ
ー
で
す
。

　
各
設
置
場
所
に
は
リ
ク
エ
ス
ト
ノ
ー

ト
が
置
か
れ
て
い
ま
す
。
住
民
が
読
み

た
い
本
を
自
由
に
書
き
込
み
、
そ
の
声

を
反
映
し
て
本
が
追
加
・
入
れ
替
え
さ

れ
る
仕
組
み
で
す
。
一
方
通
行
で
は
な

く
、
住
民
の
声
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
進

２
０
２
４
年
７
月
に
能
登
半
島
視
察
の

際
に
訪
問
し
た
珠
洲
市
役
所
で
の
泉
谷

満
寿
裕
市
長
の
こ
と
ば
で
す
。

　
珠
洲
市
で
は
仮
設
住
宅
の
建
設
が
遅

れ
た
地
域
が
あ
り
、
待
ち
き
れ
な
い
人

は
完
成
し
た
他
の
地
区
の
仮
設
住
宅
に

入
居
す
る
ケ
ー
ス
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

同
じ
仮
設
住
宅
に
移
っ
た
と
し
て
も

「
震
災
前
の
向
こ
う
三
軒
両
隣
」
が
そ

の
ま
ま
の
形
で
入
居
で
き
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
知
ら
な
い
人
同
士
が
集
ま
り
、
ゼ
ロ

か
ら
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
つ
く
る

必
要
が
あ
り
ま
し
た
。「
仮
設
住
宅
の

集
会
場
に
本
棚
を
置
け
ば
、
住
民
が
外

に
出
る
き
っ
か
け
に
な
る
の
で
は
な
い

か
」
泉
谷
市
長
は
そ
う
語
り
な
が
ら
、

な
に
か
を
思
い
つ
い
た
よ
う
な
表
情
を

こ
ち
ら
に
向
け
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
生
ま
れ
た
の
が
「
能
登
の

置
き
本
」
で
し
た
。「
能
登
の
置
き
本
」

は
「
置
き
薬
」
か
ら
き
て
い
ま
す
。
置

き
薬
は
、
自
宅
に
薬
箱
を
置
き
、
使
っ

た
分
の
薬
代
の
み
を
後
払
い
す
る
江
戸

時
代
か
ら
続
く
販
売
方
法
で
す
。
配
置

員
が
定
期
的
に
訪
問
し
て
薬
を
補
充

　
２
０
２
４
年
元
日
に
発
生
し
た
能
登

半
島
地
震
は
、
石
川
県
能
登
地
方
に
甚

大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
住
宅

や
道
路
な
ど
の
生
活
基
盤
は
も
ち
ろ

ん
、
図
書
館
や
地
域
の
書
店
と
い
っ
た

文
化
を
支
え
る
場
も
大
き
な
損
壊
を
受

け
ま
し
た
。住
民
の
多
く
が
家
を
失
い
、

避
難
所
や
仮
設
住
宅
で
の
生
活
を
余
儀

な
く
さ
れ
る
中
、
本
を
手
に
取
る
こ
と

が
で
き
な
い
日
々
が
続
き
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
状
況
の
中
、
立
ち
上
が
っ

た
の
が
「
能
登
の
置
き
本
」
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
す
。
本
を
届
け
る
こ
と
で
被

災
地
の
読
書
環
境
を
途
切
れ
さ
せ
ず
、

人
々
の
居
場
所
を
作
り
、
同
時
に
地
元

の
書
店
を
支
援
す
る
と
い
う
３
つ
の
目

的
を
あ
わ
せ
持
っ
た
取
り
組
み
で
す
。

「
能
登
の
置
き
本
」
事
業
の
経
緯

「
仮
設
住
宅
の
設
置
が
進
ん
で
い
ま

す
。
そ
の
中
に
は
集
会
場
も
置
く
予
定

で
す
。
で
も
、
そ
こ
で
暮
ら
す
人
た
ち

が
部
屋
に
引
き
こ
も
り
、
外
に
出
な
い

の
で
は
な
い
か
と
心
配
し
て
い
ま
す
。

孤
立
・
孤
独
を
生
み
出
さ
な
い
よ
う

に
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
」 日

本
出
版
ク
ラ
ブ
震
災
対
策
室
運
営
委
員

特
定
非
営
利
活
動
法
人 

エ
フ
ァ
ジ
ャ
パ
ン 

プ
ロ
グ
ラ
ム
マ
ネ
ジ
ャ
ー

　
鎌
倉
幸
子

能
登
の
置
き
本

本
か
ら
見
え
る
被
災
地
の
人
々
の
想
い

■
日
本
出
版
ク
ラ
ブ
震
災
対
策
室 

レ
ポ
ー
ト

珠洲市と輪島市を結ぶ国道 249 号の様子
（2025 年１月 12 日）
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る
た
び
、
本
に
は
人
を
励
ま
し
、
楽
し

ま
せ
、
結
び
つ
け
る
力
が
あ
る
こ
と
を

あ
ら
た
め
て
実
感
し
ま
す
。
能
登
の
置

き
本
が
示
す
読
書
ニ
ー
ズ
の
広
が
り

は
、
そ
の
力
の
確
か
さ
を
物
語
っ
て
い

る
よ
う
で
す
。

「
能
登
の
置
き
本
」
は
、
本
を
届
け
る

支
援
で
あ
る
と
同
時
に
、
地
域
の
出
版

文
化
を
守
り
、
人
と
人
を
つ
な
ぐ
取
り

組
み
で
す
。
本
を
通
じ
て
会
話
が
生
ま

れ
、
孤
立
を
防
ぎ
、
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
が
形
づ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
本
を
届
け
る
こ
と
は
単
に
知
識
や
娯

楽
を
提
供
す
る
た
め
だ
け
で
は
な
く
、

人
々
の
心
を
支
え
、
社
会
を
結
び
直
す

力
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
、
こ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
あ
ら
た
め
て
示
し
て
い
ま

す
。
今
後
も
現
地
の
声
に
耳
を
傾
け
な

が
ら
２
０
２
６
年
も
支
援
を
続
け
て
い

く
予
定
で
す
。

置
き
本
が
生
活
の
再
建
と
文
化
の
継
承

を
両
立
さ
せ
る
存
在
に
な
っ
て
い
る
こ

と
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

■
シ
リ
ー
ズ
で
連
続
性
を
取
り
戻
す

　
子
ど
も
た
ち
か
ら
は
『
か
い
け
つ
ゾ

ロ
リ
』『D

r.STO
N

E

』『
名
探
偵
コ

ナ
ン
』
な
ど
、
具
体
的
な
シ
リ
ー
ズ
の

続
き
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
物
語
の

続
き
を
読
む
こ
と
は
、
震
災
前
か
ら
の

暮
ら
し
の
連
続
性
を
取
り
戻
す
こ
と
に

つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
、
被
災
生
活
の

中
で
も
「
自
分
の
好
き
な
世
界
に
ふ
れ

た
い
」
と
い
う
思
い
は
変
わ
ら
な
い
の

だ
と
感
じ
ま
す
。

「
本
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
逆
に
迷
っ
て

し
ま
う
け
れ
ど
、
こ
の
本
棚
の
規
模
が

ち
ょ
う
ど
い
い
」
と
語
っ
て
く
れ
た
住

民
が
い
ま
し
た
。
限
ら
れ
た
冊
数
だ
か

ら
こ
そ
、
一
冊
一
冊
が
生
活
に
深
く
入

り
込
み
、
読
書
の
楽
し
み
を
再
び
呼
び

起
こ
し
て
い
る
の
で
す
。

本
が
つ
な
ぐ
未
来
へ

　
能
登
の
置
き
本
は
、
被
災
地
に
本
を

届
け
る
活
動
で
あ
る
と
同
時
に
、
人
と

人
と
の
関
係
や
地
域
の
文
化
を
支
え
直

す
営
み
で
も
あ
り
ま
す
。
仮
設
住
宅
や

公
民
館
に
並
ぶ
本
棚
は
、
単
な
る
支
援

物
資
で
は
な
く
、
暮
ら
し
を
取
り
戻
し

未
来
へ
歩
み
出
す
た
め
の「
道
し
る
べ
」

で
す
。

　
多
様
な
リ
ク
エ
ス
ト
に
耳
を
澄
ま
せ

■
娯
楽
だ
け
で
は
な
い
避
難
所
で
会
話

を
生
み
出
す
漫
画
の
力

　
輪
島
市
で
は
漫
画
へ
の
リ
ク
エ
ス
ト

が
目
立
ち
ま
し
た
。「
漫
画
を
全
巻
一

気
に
読
み
た
い
」
と
い
う
声
は
各
地
で

共
通
し
て
聞
か
れ
ま
し
た
。
あ
る
公
民

館
の
職
員
は
「
地
震
の
あ
と
避
難
所
に

い
た
と
き
、
倒
壊
し
た
家
の
下
に
あ
っ

た
漫
画
を
持
っ
て
き
た
人
が
い
た
。
み

ん
な
で
回
し
読
み
し
た
と
き
、
そ
こ
か

ら
会
話
が
広
が
っ
た
」
と
教
え
て
く
れ

ま
し
た
。
漫
画
は
娯
楽
で
あ
る
と
同
時

に
、
人
と
人
を
つ
な
ぐ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
糸
口
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
「
隙
間
時
間
に
読
め
る
本
が
あ

る
と
よ
い
」
と
い
う
要
望
も
多
く
あ
り

ま
し
た
。
写
真
集
や
軽
い
エ
ッ
セ
イ
な

ど
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
合
間
に
心
を
ほ

ぐ
す
存
在
で
す
。
被
災
生
活
の
緊
張
を

和
ら
げ
る
小
さ
な
時
間
が
、
本
に
よ
っ

て
生
ま
れ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

■
暮
ら
し
を
支
え
る
実
用
書

　
珠
洲
市
で
は
料
理
本
や
園
芸
本
、
手

芸
の
本
な
ど
、
暮
ら
し
を
支
え
る
実
用

書
の
希
望
が
目
立
ち
ま
し
た
。
特
に

「
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
」「
着
物
の
リ
メ
イ
ク
」

「
布
小
物
づ
く
り
」
と
い
っ
た
要
望
は
、

こ
の
地
域
の
歴
史
と
深
く
結
び
つ
い
て

い
ま
す
。
か
つ
て
縫
製
工
場
が
あ
っ
た

地
域
で
は
「
簡
単
な
手
芸
本
で
は
も
の

足
り
な
い
。
む
ず
か
し
い
本
が
あ
る
と

や
り
が
い
に
な
る
」と
い
う
声
も
あ
り
、

悩
ん
で
い
る
の
か
、ど
の
よ
う
な
未
来

を
描
き
た
い
の
か
が
見
え
て
き
ま
す
。

■
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
を
思
い
出
し

た「
全
壊
し
た
家
か
ら
取
り
出
せ
た
も
の

は
か
ぎ
編
み
の
棒
と
毛
糸
だ
け
だ
っ

た
」
そ
う
語
っ
て
く
れ
た
の
は
珠
洲
市

の
仮
設
住
宅
で
暮
ら
す
80
代
の
女
性
。

で
も
前
向
き
な
気
持
ち
に
な
れ
ず
、
か

ぎ
編
み
の
棒
も
毛
糸
も
、
仮
設
住
宅
の

隅
っ
こ
に
置
い
た
ま
ま
だ
っ
た
そ
う

で
す
。「
編
み
も
の
の
本
を
見
つ
け
て
、

や
り
た
い
こ
と
を
思
い
出
す
き
っ
か
け

に
な
っ
た
」と
喜
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。

■
人
の
こ
と
ば
に
励
ま
さ
れ
た
い

　
穴
水
町
の
仮
設
住
宅
で
は
「
人
の
生

き
方
の
本
が
読
み
た
い
」
と
い
う
声
が

あ
り
ま
し
た
。
特
に
人
の
こ
と
ば
を
集

め
た
本
に
関
心
が
寄
せ
ら
れ
、
困
難
な

時
期
を
乗
り
越
え
る
た
め
に
、
他
者
の

経
験
や
生
き
ざ
ま
か
ら
勇
気
を
得
た
い

と
い
う
気
持
ち
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
同

じ
場
所
で
は
、
物
語
や
詩
に
ふ
れ
た
い

と
い
う
声
も
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。

■
み
ん
な
で
季
節
の
歌
を
歌
い
、
一
緒

に
時
を
刻
む

　

仮
設
住
宅
の
代
表
を
務
め
る
方
は

「
季
節
感
が
大
切
」
と
、
童
謡
や
季
節

ご
と
の
歌
集
を
求
め
て
い
ま
し
た
。
歌

を
き
っ
か
け
に
集
ま
る
こ
と
で
、
住
民

同
士
が
自
然
と
声
を
か
け
あ
い
、
絆
を

育
ん
で
い
る
様
子
が
印
象
的
で
し
た
。

　
能
登
の
置
き
本
の
管
理
は
自
治
会
や

公
民
館
に
お
任
せ
し
て
い
ま
す
。
本
の

貸
出
の
有
無
、
本
の
管
理
の
仕
方
は
各

設
置
場
所
の
自
治
に
任
せ
て
い
ま
す
。

　

地
域
に
よ
っ
て
人
気
の
本
も
異
な

り
、
漁
業
が
盛
ん
な
地
区
で
は
海
や
自

然
に
関
す
る
本
、
農
業
地
域
で
は
園
芸

や
野
菜
づ
く
り
の
本
が
求
め
ら
れ
る
な

ど
、
生
活
や
文
化
が
読
書
の
傾
向
に
反

映
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
か
ら
見
え
る
被
災
地
の
人
々
の
想
い

　
能
登
の
置
き
本
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を

続
け
て
い
る
と
、「
本
が
ほ
し
い
」
と

い
う
一
言
の
中
に
、
驚
く
ほ
ど
多
様
な

願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ

か
さ
れ
ま
す
。

　
住
ま
い
を
失
い
、新
し
い
日
常
を
始

め
た
人
び
と
が
求
め
る
本
に
つ
い
て
語

る
、そ
の
声
を
た
ど
る
と
、い
ま
な
に
に

【左】置き本の本を使った折り紙教室も開催
【右】日置公民館（珠洲市）に設置された置き本

穴水町仮設住宅に設置された
リクエストノート



事
務
局
報
告
（
10
月
）

・
４
日
＝
親
子
読
書
地
域
文
庫
全
国
連
絡
会 

全
国
交
流
集
会 

出
席（
国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
記
念
青
少
年
総
合
セ
ン
タ
ー
）

☆
６
日
＝
機
関
紙
『
読
書
推
進
運
動
』
695
号
別

冊 

入
稿

☆
７
日
＝
機
関
紙
『
読
書
推
進
運
動
』
695
号
本

紙 

入
稿

☆
８
日
＝
機
関
紙
『
読
書
推
進
運
動
』
695
号
本

紙
・
別
冊 

責
了

・
９
日
＝
「
第
58
回
造
本
装
幀
コ
ン
ク
ー
ル
受

賞
記
念
『
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ク
・
ホ
ー
ム
ズ
の

護
身
術
バ
リ
ツ
』
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ

ナ
ー 

松
田
行
正
さ
ん
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
」

出
席
（
誠
品
生
活
日
本
橋
）

☆
10
日
＝
「
第
55
回 

野
間
読
書
推
進
賞
」
招

待
状 

発
送

・
10
日
＝
「
２
０
２
５ 

読
売
出
版
懇
親
会
」

出
席
（
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
）

・
14
日
＝
伊
藤
忠
記
念
財
団
「
子
ど
も
文
庫

助
成
事
業
」
書
面
審
査
終
了

☆
15
日
＝
機
関
紙
『
読
書
推
進
運
動
』
695
号
本

紙
・
別
冊 

出
来

☆
15
日
＝「
第
68
回 

こ
ど
も
の
読
書
週
間
」「
第

80
回 

読
書
週
間
」
標
語
募
集
開
始

・
15
日
＝「
学
校
図
書
館
整
備
推
進
会
議
」
運

営
委
員
会
出
席

☆
17
日
＝
「
第
55
回 

野
間
読
書
推
進
賞
」
要

項 

入
稿

・
17
日
＝「
千
代
田
図
書
館
・
出
版
情
報
交
換

会
」
出
席
（
日
比
谷
図
書
文
化
館
）

☆
22
日
＝
「
２
０
２
６ 

若
い
人
に
贈
る
読
書

の
す
す
め
」
掲
載
書
目
決
定

☆
23
日
＝
「
第
67
回 

こ
ど
も
の
読
書
週
間
」

に
つ
い
て
後
援
団
体
に
事
業
報
告
送
付

・
27
日
＝
「
出
版
平
和
堂 

第
57
回 

出
版
功
労

者
顕
彰
会
」
出
席

☆
28
日
＝
第
３
回 

常
務
理
事
会 

開
催

☆
29
日
＝
「
第
79
回 

読
書
週
間
」
ポ
ス
タ
ー

イ
ラ
ス
ト
応
募
作
品 

返
却
完
了

☆
30
日
＝
「
第
55
回 

野
間
読
書
推
進
賞
」
に

つ
い
て
出
版
ク
ラ
ブ
と
運
営
う
ち
あ
わ
せ

・
30
日
＝
「
講
談
社
メ
デ
ィ
ア
カ
ン
フ
ァ
レ
ン

ス
２
０
２
５
」
出
席
（
東
京
會
舘
）

《ホームページ》http://www.dokusyo.or.jp

●
10
月
27
日
の
朝
か
ら
「
読
書
週
間
」

期
間
中
毎
日
、
今
年
も
読
書
週
間
に

関
す
る
図
書
館
・
書
店
な
ど
の
Ｘ
（
旧

Tw
itter

）
の
投
稿
を
検
索
し
て
は
、
再

投
稿
し
て
い
ま
し
た
。
か
な
り
の
分
量
で

し
た
の
で
、
疲
れ
目
肩
こ
り
が
通
常
の
倍

（
自
分
比
）と
な
っ
て
い
ま
す
。
ポ
ス
タ
ー

を
展
示
し
た
写
真
を
投
稿
し
て
く
れ
た
図

書
館
・
書
店
も
多
く
、
清
々
し
く
澄
み

切
っ
た
色
の
ポ
ス
タ
ー
が
疲
れ
目
を
癒
し

て
く
れ
ま
し
た
。「
読
書
週
間
」終
了
後
も
、

ポ
ス
タ
ー
を
愛
で
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
す
。

●
今
年
の
標
語
「
こ
こ
ろ
と
あ
た
ま
の
、

深
呼
吸
。」
が
秋
の
木
立
を
連
想
さ
せ
た

の
か
、「
う
ち
の
公
園
に
も
読
書
に
ぴ
っ

た
り
の
場
所
が
あ
り
ま
す
」
と
い
う
投
稿

も
あ
り
、
標
語
へ
の
注
目
度
を
あ
ら
た
め

て
感
じ
ま
し
た
。

●
大
学
図
書
館
か
ら
は
お
す
す
め
本
の
展

示
だ
け
で
は
な
く
、
し
お
り
プ
レ
ゼ
ン
ト

や
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
で
学
生
に
図
書
館
利

用
を
呼
び
か
け
る
投
稿
も
目
に
つ
き
ま
し

た
。「
読
書
週
間
」
イ
ベ
ン
ト
が
う
れ
し

い
反
面
、
学
生
の
読
書
離
れ
が
進
ん
で

い
る
の
で
は
？ 

と
心
配
に
も
な
り
ま
す
。

ぜ
ひ
、
近
日
発
行
の
「
若
い
人
に
贈
る
読

書
の
す
す
め
」
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
も
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

●
そ
の
ほ
か
、
再
投
稿
は
控
え
ま
し
た

が
、個
人
か
ら
の
投
稿
に
は
、「
読
書
週
間
」

の
き
っ
か
け
「
読
書
の
力
で
平
和
な
文
化

国
家
を
」
を
ご
紹
介
く
だ
さ
る
も
の
も
多

く
、
国
内
外
で
格
差
と
分
断
が
広
が
る
現

状
を
本
の
力
で
乗
り
越
え
た
い
と
い
う
思

い
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
ゆ
っ
く
り
深

呼
吸
し
て
、
い
ま
一
度
、「
読
書
の
力
で

平
和
」
を
希
求
し
ま
せ
ん
か
？　
　
（
伸
）

●
編
集
部
＆
事
務
局
の

ひ
・
と
・
こ
・
と
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な
っ
た
。
版
元
、
取
次
、
書
店
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
か
ら
大
き
な
業
績
を
残

さ
れ
た
方
々
で
、
顕
彰
者
は
通
算
で

１
２
４
２
名
を
数
え
る
。

　
10
月
末
の
箱
根
と
し
て
は
暖
か
い
天

候
に
も
恵
ま
れ
、
深
ま
る
秋
の
自
然
の

な
か
で
黙
祷
、
新
顕
彰
者
名
奉
告
、
献

花
と
続
き
、新
顕
彰
ご
家
族
、関
係
者
、

役
員
の
記
念
撮
影
ま
で
、
滞
り
な
く
会

は
進
行
し
た
。

　
芦
ノ
湖
畔
の
箱
根
ホ
テ
ル
に
会
場
を

　
10
月
27
日
㈪
、
神
奈
川
県
箱
根
町
の

出
版
平
和
堂
に
お
い
て
、
第
57
回
「
出

版
功
労
者
顕
彰
会
」（
主
催
＝
日
本
出

版
ク
ラ
ブ
出
版
平
和
堂
委
員
会
）
が
、

多
く
の
出
版
関
係
者
の
参
加
の
も
と
行

な
わ
れ
た
。
出
版
平
和
堂
は
、
出
版
文

化
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
先
達
を
顕
彰

し
功
績
を
た
た
え
る
と
と
も
に
、
出
版

を
通
し
て
平
和
な
社
会
を
守
る
こ
と
を

祈
念
す
る
記
念
碑
で
あ
る
。
今
回
は
４

名
が
新
顕
彰
者
と
し
て
加
わ
る
こ
と
と

移
し
て
の
第
二
部
は
、
顕
彰
者
へ
の
献

杯
で
ス
タ
ー
ト
。
参
加
し
た
出
版
関
係

者
が
、
テ
ー
ブ
ル
を
囲
み
、
な
ご
や
か

な
昼
食
会
と
な
っ
た
。
世
界
各
地
で
武

力
に
よ
る
紛
争
が
続
く
な
か
、
出
版
界

を
あ
げ
て
平
和
を
希
求
す
る
一
日
と

な
っ
た
。

と
、
俵
万
智
さ
ん
（
歌
人
）
と
鈴
木
俊

貴
さ
ん（
動
物
言
語
学
者
）の
ス
ペ
シ
ャ

ル
ト
ー
ク
「
つ
な
ぐ
言
葉
、
羽
ば
た
く

言
葉
」
が
行
わ
れ
た
。

　

ま
た
、
全
国
の
参
加
書
店
（
約

３
０
０
０
店
）
店
頭
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か

ら
ス
タ
ン
プ
を
取
得
す
る
「BO

O
K
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」
や
、
書
店
の
ブ
ッ

ク
カ
バ
ー
デ
ザ
イ
ン
を
用
い
た
チ
ャ
ー

ム
が
購
入
で
き
る
ガ
チ
ャ
ガ
チ
ャ
の
設

置
な
ど
、書
店
で
楽
し
め
る
企
画
を
展

「
本
と
の
新
し
い
出
会
い
、は
じ
ま
る
」

を
掲
げ
た
出
版
業
界
が
一
丸
と
な
っ

て
取
り
組
む
読
書
推
進
・
書
店
振
興

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
「BO

O
K M

EETS 
N

EXT 2025

『
秋
の
読
書
推
進
月

間
』」
が
、
10
月
25
日
㈯
～
11
月
23
日

（日祝）
の
期
間
、
開
催
さ
れ
て
い
る
。

　
10
月
24
日
㈮
に
は
紀
伊
國
屋
ホ
ー
ル

（
東
京
都
新
宿
区
）
で
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
岩
崎
加
根
子
さ
ん

（
俳
優
）
の
「
谷
川
俊
太
郎
作
品
朗
読
」

■BO
O

K M
EETS N

EXT

全
国
の
本
屋
さ
ん
を
め
ぐ
る

全
国
の
本
屋
さ
ん
を
め
ぐ
る

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
も
！

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
も
！

■
出
版
功
労
者
顕
彰
会

秋
の
箱
根
で
先
人
を
偲
び

平
和
へ
の
思
い
を
新
た
に
す
る

新顕彰社名の奉告ののち
献花が行われた

開
。

　
茨
城
、東
京
、山
梨
、愛
知（
２
開
催
）、

東
海
地
区
、
京
都
、
大
阪
、
兵
庫
（
２

開
催
）、
広
島
、
福
岡
で
は
、
書
店
や

企
業
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
全
体
で
盛

り
あ
が
れ
る
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

な
ど
が
開
催
さ
れ
た
。
な
か
に
は
、
12

月
に
か
け
て
開
催
さ
れ
る
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
も
あ
る
。

　
参
加
書
店
、
そ
の
他
の
企
画
、
イ
ベ

ン
ト
の
情
報
な
ど
詳
細
は
公
式
サ
イ
ト

ま
で
。
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https://book-m
eets-next.com


